
 (
様式第３
号
－２
(
最終年度用
)
)旭川市若者地元定着奨学金返済補助金交付申請書
（　　　　年度交付申請）　　　　　　　年　　月　　日
（宛先）旭川市長

標記補助金の交付を受けたいので，旭川市若者地元定着奨学金返済補助金交付要綱第８条第４項の規定に基づき，次のとおり関係書類を添えて申請します。また，就業及び居住状況等の確認のため必要な限度において，旭川市が就業先又は関係部局に照会を行うことに同意します。なお，万一，申請の内容に事実と相違があることが判明した場合は，補助金の交付決定の取消しに応じます。
※申請２年度目以降使用欄は，前年度末日からの変更の有無（太枠内の該当する方にレ点）を記入。変更無の場合，就業先については記入不要。
	
	内　　容
	申請２年度目以降使用欄

	申　請　者
	ふりがな　
氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（補助希望者登録番号：　　　　　年度第　　号）
	□ 変更無
□ 変更有

	
	現住所
連絡先
	〒

（電話　　　　　　　　　　　　　）
（e-mail　　　　　　　　　　　　　）
	□ 変更無
□ 変更有

	
	生年月日
	年　　　　月　　　　日
	－

	就　業　先
	名称
	
	□ 変更無
□ 変更有

	
	本社所在地
	
	□ 変更無
□ 変更有

	
	就業開始日
	年　　　　月　　　　日
	□ 変更無
□ 変更有

	日本学生支援機構第一種奨学金
返済補助金交付申請額算出根拠
	３年間通算補助対象期間
（延長期間含む）
	　　　　　年　　　月　　　日～　　　　　年　　　月　　　日

	
	今までの交付精算額
	初年度　　　　　　　　　円　
２年度　　　　　　　　　円　　　　　
３年度　　　　　　　　　円　　合計　　　　　　　　　　円…[A]

	
	最終年度加算額
	[A]の額
　　　　　　　　 　円　×　２５/１００　＝　　　　　　　円…[B]

	
	当初借入金額
交付申請時返済残額
	当初借入金額：　　　　　　　　　　　　　　　円
交付申請時返済残額：　　　　　　　　　　　　　　　円

	
	当 該 年 度
補助対象期間
返済予定額
	補助対象期間：　　　 　　年　　　月～　   　　　年　　　月
返済予定額：　　　 　　　　　 　円…[C] ※当該年度内に返済した合計額

	
	
	[C]の額
　　　　　　　　　  円　× １/２　＝　　　　　　 　  　円…[D]

	
	補助上限額
要綱別表１及び２の各金額のうち該当する額
	　　　　　　　　　   　円…［E］
	【D】と【E】を比較して低い方の額
　　　　　　　 　　　　円…[F]

	
	３年間補助上限額合計
	[E]の額
円　×　３　＝　　　　　　 　円…[G]

	
	当 該 年 度　　　　
補 助 上 限 額
	[G]の額　　　　　　　　[A]と[B]の合計額　
　円　－　　　　　　　　　円　＝　　 　　　　円…[H]

	
	補助金交付申請額
	[F]と[H]を比較し低い方の額　     　 加算額 ※[B]の額
   円　＋　　　　　　　　  円＝　　 　　　　　円


※添付書類については裏面に表記
添付書類
□　当該年度における奨学金返済予定額を証する書類
※　以下のものについては，申請2年度目以降使用欄に「変更有」の場合のみ必要
□　雇用契約書（写し）等 
□　在職証明書		
□　住民票（写し）

